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② 市 民 社 会 と 国 家

… （ 1 8 ・ 1 9 Ｃ 、 独 ） の 思 想 （ ）[１ ] [ ２ ]現 象 学『 』

( 1 ) 歴 史 発 展 の 法 則

[３ ]法１

… 全 て の も の は 、 一 つ の 定 立 （ ） に 対 し て 、正 テ ー ゼ

そ れ を 否 定 す る 別 の 定 立 （ ） が あ ら わ れ 、反 ア ン チ テ ー ゼ

両 者 の 要 素 を 保 存 し つ つ 両 者 を 否 定 し て 、

よ り 高 い 次 元 （ ） に 発 展 す る （ ）合 ジ ン テ ー ゼ 止 揚 ア ウ フ ヘ ー ベ ン

２ 歴 史 観

ａ … 歴 史 と は 、 自 由 の 理 念 が 弁 証 法 的 に 自 己 展 開 す る 場[４ ]の 理 念

ｂ … 歴 史 の 原 動 カ → 英 雄 の 行 動 で 現 実 化[５ ]精 神 （ 絶 対 精 神 ）

( 2 ) 個 人 と 国 家 の 関 わ り （ ）『 』[６ ]の 哲 学

１ … 道 徳 （ 個 人 の 主 観 的 確 信 ） と 法 （ 社 会 の 客 観 的 ル ー ル ） を 統 合[７ ]倫

正 ： ＋ 面 ＝ 愛 で 結 合 （ 全 体 性 ） － 面 ＝ 個 人 の 独 立 な し[８ ]

反 ： ＋ 面 ＝ 個 人 の 独 立 （ 個 別 性 ） － 面 ＝ 欲 望 の 体 系[９ ]社 会

… 自 由 放 任 的 な 資 本 主 義 が 、 貧 富 の 差 を 拡 大

人 倫 の 三 段 階２

→ 合 ： ＝ 人 倫 の 最 高 形 態[ 1 0 ]

∵ 全 体 と 個 別 の 長 所 を 調 和

「 [ 1 1 ] 的 な も の は 現 実 的 、 現 実 的 な も の は [ 1 1 ] 的 」３

… 現 実 的 な 観 念 論 比 ： カ ン ト 哲 学 は 非 現 実 的 な 観 念 論

… 産 業 革 命 後 の 英③ [ 1 2 ] 主 義

( 1 ) （ 1 8 ・ 1 9 Ｃ ）[ 1 3 ]

量 的 功 利 主 義１

「 最 大 [ 1 4 ] の 最 大 [ 1 4 ] 」ａ

… よ り 多 く の 人 の よ り 大 き な 快 楽 で 、 よ り 幸 福 な 社 会 に な る

ｂ 快 楽 は 計 算 可 能 e x . Ｇ Ｄ Ｐ

２ に よ り 利 己 心 を 抑 制 （ 道 徳 お よ び 律 法 の 原 理 序 論 ）外 的 制 裁 『 』

( 2 ) （ 1 9 Ｃ ）[ 1 5 ] （ Ｊ ． Ｓ ． ミ ル ）

質 的 功 利 主 義１

「 満 足 し た [ 1 6 ] で あ る よ り も 、 不 満 足 な [ 1 6 ] で あ る 方 が よ い 。ａ

満 足 し た [ 1 6 ] で あ る よ り も 、 不 満 足 な [ 1 6 ] で あ る 方 が よ い 」

ｂ 快 楽 は 計 算 で き な い

２ を 重 視 （ 功 利 主 義 論 『 自 由 論 ）内 的 制 裁 『 』、 』

… 良 心 や を 強 調イ エ ス の [ 1 7 ] 律 （ 隣 人 愛 ）

M E M O e t c .


